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新
成
人
　
決
意
を
新
た
に

　

１
月
13
日
、
小
川
文
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
ピ
オ
ス
）
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
小
美
玉
市
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
成
人
者
は
、
６
１
４

名
の
方
が
成
人
を
迎
え
ら
れ
、
会

場
で
は
艶
や
か
な
振
袖
姿
の
女
性

や
、
男
性
の
凛
々
し
い
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
式
典
で
、
中
学
校
時

代
の
懐
か
し
い
写
真
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
が
流
れ
る
と
、
会
場
内
は

笑
い
や
笑
顔
で
和
や
か
な
場
面
に

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
久
し
ぶ
り
の

友
達
と
の
再
会
に
喜
ぶ
姿
や
、
我

が
子
の
晴
れ
姿
と
の
撮
影
に
う
れ

し
そ
う
に
微
笑
む
ご
家
族
の
姿
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。　

未
来
へ
羽
ば
た
く
　
新
成
人

平
成
30
年
度　

小
美
玉
市
成
人
式
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2019

春

■お申し込み・問い合わせは…

ネット検索 ヤマハ音楽教室 検索

←高浜駅前　音楽教室
石岡市北根本425

街
市
岡
石
至

里
玉
至

↑

↓

JR高浜駅

２階

子どもから

大人までピ

アノ個人レ

ッスン

随時入会受

付中！

（土）　１１：３０～１１：５０
（木）１５：３０～１６：３０

（土）１３：００～１４：００

３／１０（日）　３／３１（日）

４／２１（日）　

３／１０（日）　３／２８（木）

３／３１（日）　４／１８（木）

４／２１（日）

開講予定

無料体験

レッスン

体験レッスンのご案内
おんがくなかよしコース

2015年4/2～2016年4/1生
幼児科

2013年4/2～2015年4/1生

川崎　琴音  さん

　この度、無事に成人

式を迎えることができた

ことを嬉しく思います。

家族をはじめ今までお

世話になった方々への

感謝の気持ちを忘れず、

社会に貢献できるよう一

日一日精進していきた

いと思います。

清水　あさこ  さん

　成人式を迎えることが

できて嬉しく思います。

私は今まで母に甘えてし

まうことが多くあったの

で、これからは大人の女

性として自立していきた

いです。また、お世話に

なった方々に感謝してい

きたいと思います。

戸塚　芽依  さん

　今日まで多くの人に

支えられ、晴れて成人

式を迎えることができ

ました。より一層責任

をもった行動をして、

今まで出会った人々へ

の感謝の気持ちを忘れ

ずに日々生活していき

ます。

紀ノ川　恵里  さん

　無事に成人式を迎えら

れたことをとても嬉しく

思います。今までそばで

支えてくれた家族や周囲

の方々には本当に感謝し

ています。これからは大

人の一員として責任感を

強く持ち、日々努力を続

けていきたいです。

秋山　隆貴  さん

　今までたくさんの方々

からの協力のもと、無事

に成人式を迎えることが

できました。成人となっ

た自覚と責任、助けてく

ださった方々への感謝を

忘れることなく、これか

らの人生を精一杯生きて

いきたいと思います。

赤羽　偉吹  さん

　本日は、成人式を迎

え る こ と が で き ま し

た。これから周りの人

に感謝することを忘れ

ることなく、一人の大

人として自覚を持って

精進していきたいと思

います。

折笠　瑠希  さん

　成人式を迎え、つい

に自分も大人の仲間入

りを果たしました。自

分たちが生まれた平成

も今年で終わりを迎え

ます。さまざまな変化

があるかもしれません

が、それに流されない

ような立派な人間にな

りたいと思います。

倉田　悠葵  さん

　今まで、たくさんの

人々に支えられ、本日

無事成人式を迎えるこ

とができました。20 年

間育ててくれた家族に

感謝の気持ちを忘れる

ことなく、これから大

人の男性になれるよう

頑張っていきます。

　成人式実行委員の代表 8名の方に、20 歳を迎え

ての抱負やご両親などへの感謝の言葉を伺いまし

た !

新成人に聞きました !

　　　20 歳の決意
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13

　

に
場
会
を
校
学
中
小
７
内
市
、
日
４
月
１

第
13
回

、
れ
わ
行
が
）
催
主
会
合
連
道
書
市
玉
美
小
（
会
大
め
初
き
書
市
玉
美
小

。
た
し
ま
し
加
参
が
名
４
５
２

。
た
し
ま
い
で
ん
組
り
取
に
剣
真
つ
つ
み
し
親
に
書
、
て
め
込
を
い
想
に
り
ま
始
の
年
は
者
加
参

　

は
者
賞
受
な
主

　

次

。
す
で
り
お
と
の

 (

略
称
敬

に
と
ご
賞
・

５

順
音
０

)

】
賞
長
市
【

周

　井
荒

）
年
４
校
学
小
里
玉
（也

智

　越
大

）
年
２
校
学
中
北
川
小
（菜

香
和

　佐
諏

）
年
６
校
学
小
場
納
（

花
泉

　木
鈴

）
年
６
校
学
小
鳥
羽
（（

依
芽

　田
髙

）
年
６
校
学
小
原
竹

美
智

　内
竹

）
年
６
校
学
小
倉
堅
（

葵
稀

　田
冨

）
年
４
校
学
小
影
吉
下
（

】
賞
長
議
会
議
【

亜
璃

　野
大

）
年
５
校
学
小
田
野
（

菜
若

　野
大

）
年
６
校
学
小
原
竹
（

果

　田
和
大

歩

）
年
１
校
学
中
里
野
美
（

花
藍

　川
小

）
年
６
校
学
小
東
里
玉
（

美
希

　目
見

）
年
６
校
学
小
鳥
羽
（

香
桃

　野
髙

）
年
４
校
学
小
原
竹
（

吾
佳

　本
中

）
年
６
校
学
小
場
納
（

】
賞
長
育
教
【

怜

　井
石

）
年
４
校
学
小
里
玉
（

航

　辺
磯

）
年
６
校
学
小
倉
堅
（太

颯

　谷
大

）
年
６
校
学
小
里
玉
（

翔
愛

　﨑
川

）
年
６
校
学
小
里
玉
（

星
咲

　村
田

）
年
３
校
学
中
北
川
小
（

人
唯

　本
中

）
年
３
校
学
小
場
納
（

樹

　田
沼

）
年
６
校
学
小
橘
（

】
賞
長
会
合
連
道
書
【

葵

　井
石

）
年
６
校
学
小
里
玉
（

葵

　﨑
石

）
年
５
校
学
小
倉
堅
（良

咲

　藤
伊

）
年
２
校
学
小
場
納
（

生
蓮

　司
郡

）
年
２
校
学
小
倉
堅
（

渉

　野
高

）
年
４
校
学
小
倉
堅
（

ら
く
さ

　井
花

（

）
年
２
校
学
中
里
野
美

子
々
菜

　田
前

）
年
５
校
学
小
鳥
羽
（

【問い合わせ】

生活文化課

 小川文化センター（アピオス）　

☎：0299-58-0921　

四季文化館（みの～れ）

☎：0299-48-4466　

①

②

③

④

⑤

写真上から

①竹原小学校、②羽鳥小学校、③玉里小学校

④小川北中学校、⑤小川南中学校
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農業施策に関する意見書を提出しました

　12 月 10 日、平成 31 年度小美玉市農業施策に関する意見書を市長へ提出しました。

　また、意見書の提出後は市長と農業施策についての意見交換会を行いました。

　農業の持続的な発展のため、農地利用の最適化を効率的かつ効果的に実施するための施策について、下記

のとおり意見書を提出しました。

○ 意見書の主な内容

1．担い手の確保と対策について

2．耕作放棄地の発生防止・解消について

3．農業収入確保、支援について

4．環境整備と保全について

5．農業委員会制度・組織改革への対応について

農地の賃借料情報

　平成 30 年 1 月から 12 月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a 当たり）は、以下の

とおりとなっています。

1．畑（普通畑）の部 2．田の部

平均額 最高額 最低額 件数

9,100 円 16,100 円 4,300 円 304

種別 平均額 最高額 最低額 件数

水稲 12,100 円 20,000 円 5,000 円 111

蓮田 31,500 円 50,500 円 12,000 円 …………9

※ 1. この情報は、農地法第 52 条の規定により、賃借料の目安として提供するものです。

※ 2. 件数は、集計に用いた筆数です。

※ 3. 標準的な水準を算出するため、区分ごとに、全賃借料データの平均値±（平均値× 70％）を超えるも

のを除いています。

※ 4. 賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg 当たり 13,000 円に換算しています。

※ 5. 金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。

研
修
委
員
長 

　
小
林
　
弘
嗣

　

今
年
度
を
振
り
返
れ
ば
、
夏

の
猛
暑
や
台
風
な
ど
で
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
と
て
も
厳
し

い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
が

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

で
満
期
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続

き
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
等
に
向
け
て
更
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
農
地
の
賃
借
料
情
報

に
つ
い
て
は
上
記
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
担
い
手
へ

の
貸
借
時
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

委
　

員
　

長
　
　
　
上
田
　
　
稔

副
委
員
長
　
　
　
山
本
　
信
子

委
　
　
員
　
　
　
�
�井
　
安
幸

　
　
　
　
　
　
　
�
�沼
　
　
完

　
　
　
　
　
　
　
菊
田
源
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
長
須
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
利
文

　
　
　
　
　
　
　
佐
久
　
一
雄

Ｑ：農地に家を建てる場合、どのような手続きが必要ですか？

Ａ：農地を農地以外にする時は農業委員会の許可が必要です。所有者が転用したい場合は農地法第４条、所

　　有者が第三者に売買または賃借など、権利移動が伴うものについては第５条による申請が必要です。

農地に関するＱ＆Ａ

【問い合わせ】 農業委員会事務局　☎：0299-48-1111（内線 1502・1503）
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豊
田
　
弥
桜

（
竹
原
小
）

川
根
　
麻
依
子

（
竹
原
小
）

井
坂
　
琉
空（

橘
小
）

沼
田
　
樹

（
橘
小
）

小
川
　
藍
花

　
　
（
玉
里
東
小
）

田
村
　
和
也

（
堅
倉
小
）

農
業
に
取
り
組
む
人
を
増
や
し
た
い

市
の
医
療
対
策
に
つ
い
て

税
金
の
使
途
に
つ
い
て

市
の
防
犯
対
策
は

　
平
成
30

年
12

月
26

日
、
青
少
年
を
育
て
る
小

美
玉
市
民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長
会
主
催
の

「
第
12

回
子
ど
も
議
会
」
が
小
美
玉
市
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
市
政

の
仕
組
と
議
会
の
活
動
を
理
解
し
、
よ
り
身
近

な
も
の
と
し
て
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
市
政

に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言
な
ど
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

市
内
12

の
小
学
校
か
ら
代
表
者
21

名
が
子
ど
も

議
員
と
し
て
立
派
に
意
見
や
要
望
等
を
述
べ
ま

し
た
。

　
議
長
は
、
前
半
を
納
場
小
学
校
の
近
藤
翔
馬

さ
ん
、
後
半
を
橘
小
学
校
の
沼
田
樹
さ
ん
が
、

堂
々
と
務
め
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第 12回子ども議会

・
お
金
を
か
け
ず
に
農
業
を
始
め
ら
れ
れ
ば
、
農
業

に
関
わ
る
若
い
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

農
業
機
械
は
高
額
な
た
め
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
に
な
る
と
思
う
の
で
、
市
が
購
入
し
、

貸
し
出
す
の
は
ど
う
か
。

・
高
齢
化
が
進
み
、
急
を
要
す
る
治
療
が
必
要

な
場
合
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
市
に

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

・
不
審
者
の
声
か
け
に
対
し
て
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
き
た
か
。
ま
た
、
未

然
に
防
ぎ
増
加
さ
せ
な
い
た
め
の
今
後
の

計
画
や
対
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

と

よ

た

み　

お

か

わ

ね

ま

い

こ

い

さ

か

ぬ

ま

た

お

が

わ

 
 

あ

い

か

た

む

ら

か

ず

や

小
林
　
美
桜

（
堅
倉
小
）

市
の
救
急
医
療
体
制
は

・
市
内
に
救
急
車
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
病

院
は
な
い
の
か
。

・
受
け
入
れ
先
が
早
く
決
ま
る
よ
う
に
、
市

で
は
何
か
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

こ

ば

や

し

み 

お

市
の
観
光
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
は

・
小
美
玉
市
を
拠
点
と
し
て
茨
城
県
を
観
光

で
き
る
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
ら
よ
い
と

思
う
。
市
の
取
り
組
み
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・ 

安
心
安
全
に
登
下
校
が
で
き
る
よ
う
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・ 

希
望
ヶ
丘
に
は
子
ど
も
達
が
自
転
車
等
で

集
ま
る
の
で
、
自
転
車
専
用
道
路
の
設
置

も
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

・
市
内
４
つ
の
図
書
館
を
集
約
し
、
人
が
集
ま
る

と
こ
ろ
に
大
き
な
図
書
館
を
建
て
て
ほ
し
い
。

・
現
在
の
市
の
税
収
内
訳
と
、
ど
の
よ
う
な

理
由
と
流
れ
で
税
金
の
使
途
が
決
定
さ
れ

て
い
る
の
か
を
教
え
て
ほ
し
い
。

図
書
館
の
建
設
予
定
が
あ
る
か

竹
原
学
区
の
安
全
対
策
を

冊子は市内図書館・図書室に設置する予定です。

り　

く

い
つ
き

吉
村
　
春
輝

（
野
田
小
）

よ
し
む
ら

は

る

き
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富
山
　
春
香

（
小
川
小
）

近
藤
　
翔
馬

（
納
場
小
）

込
山
　
マ
ナ
ミ

（
野
田
小
）

新
徳
　
咲
希

（
玉
里
小
）

長
谷
川
　
悠
蘭

（
玉
里
小
）

齋
藤
　
佑
哉

（
納
場
小
）

谷
　
愛
夏（

羽
鳥
小
）

長
谷
川
　
愛

（
羽
鳥
小
）

佐
々
木
　
敬
太

（
羽
鳥
小
）

鈴
木
　
駿
士

（
玉
里
北
小
）

斉
藤
　
　
隆

（
下
吉
影
小
）

野
田
地
区
児
童
公
園
の
充
実
を

統
合
後
の
有
効
活
用
に
関
す
る
提
案

市
の
活
性
化

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

学
校
で
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
普
及
は

市
の
総
合
運
動
公
園
に
武
道
場
を

羽
鳥
小
学
校
地
区
の
通
学
路

玉
里
小
中
義
務
教
育
学
校
と
は

　
平
成
30

年
12

月
26

日
、
青
少
年
を
育
て
る
小

美
玉
市
民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長
会
主
催
の

「
第
12

回
子
ど
も
議
会
」
が
小
美
玉
市
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
市
政

の
仕
組
と
議
会
の
活
動
を
理
解
し
、
よ
り
身
近

な
も
の
と
し
て
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
市
政

に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言
な
ど
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

市
内
12

の
小
学
校
か
ら
代
表
者
21

名
が
子
ど
も

議
員
と
し
て
立
派
に
意
見
や
要
望
等
を
述
べ
ま

し
た
。

　
議
長
は
、
前
半
を
納
場
小
学
校
の
近
藤
翔
馬

さ
ん
、
後
半
を
橘
小
学
校
の
沼
田
樹
さ
ん
が
、

堂
々
と
務
め
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
野
田
小
学
校
は
数
年
後
に
統
合
さ
れ
る

が
、
市
民
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

な
場
所
に
し
て
ほ
し
い
。

・
小
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
と
組
み
合
わ

せ
て
運
動
や
遊
び
が
で
き
る
施
設
に
し
て

は
ど
う
か
。

・
難
民
が
無
料
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
学

校
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
世
界
か
ら
不
幸

な
人
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
何

か
行
動
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
。
検
討
し

て
ほ
し
い
。

・
情
報
発
信
力
が
高
ま
れ
ば
、
訪
れ
る
人
や

住
む
人
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の

魅
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
発
信
し
、

活
性
化
さ
せ
て
い
く
予
定
な
の
か
教
え
て

ほ
し
い
。

・
玉
里
小
学
校
は
統
合
後
、
遊
具
も
含
め
設

備
面
で
は
ど
の
よ
う
な
学
校
に
な
る
の

か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
も
と
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
一
人
１
台
使
え
る
と

よ
い
。

・
歩
道
橋
や
歩
道
の
な
い
道
路
に
歩
道
を
作

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
登
下
校
時
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
。

・
現
在
学
校
で
は
Ｉ
Ｔ
機
器
が
十
分
な
数
が

足
り
て
い
な
い
。
今
後
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
さ
ら
に
導
入
す

る
計
画
が
あ
る
の
か
。

・
市
に
は
剣
道
等
の
武
道
場
の
あ
る
体
育
館

が
少
な
い
。
よ
り
充
実
し
た
総
合
運
動
公

園
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
。
今
後
そ
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

・
羽
鳥
小
学
校
区
内
は
不
審
者
が
出
没
す
る

こ
と
も
多
く
、
安
心
・
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
街
灯
や
防
犯
灯
の
設
置
を
お
願

い
し
た
い
。

学
校
の
遊
具
の
充
実
を

・
遊
具
が
少
な
い
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

こ

み

や

ま

す

ず

き

　

し
ゅ
ん
じ

さ
い
と
う

し
ん
と
く

　

さ

 

き

玉
里
地
区
の
公
園
整
備
は

・
玉
里
地
区
に
は
あ
ま
り
公
園
設
備
が
な
い
。

霞
ヶ
浦
の
自
然
環
境
を
利
用
し
た
体
験
型
公

園
が
あ
る
と
た
く
さ
ん
人
が
集
ま
る
と
思
う

が
、
市
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

は
せ
が
わ

ゆ
う
ら

・
部
活
動
の
練
習
時
間
が
減
る
こ
と
で
、
基
礎

練
習
不
足
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
完
成
度
等
に

差
が
出
る
の
が
心
配
。

・
市
の
部
活
動
に
関
す
る
考
え
方
や
変
更
等

に
つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

福
田
　
四
季

（
小
川
小
）

部
活
動
で
の
練
習
時
間
変
更
は

ふ

く

だ

は
る
か

こ
ん
ど
う

さ
い
と
う
　

ゆ

う

や

あ

い

か

は

せ

が

わ

あ

い

さ

さ

き

け

い

た

山
本
　
色
葉

（
上
吉
影
小
）

学
校
跡
地
の
利
用
は

・
学
校
跡
地
を
利
用
し
て
安
全
に
楽
し
く
遊

べ
る
公
園
や
図
書
館
、
公
民
館
施
設
等
を

作
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

や
ま
も
と

い

ろ

は

詳細は、３月末に青少年を育てる小美玉市民の会から発行
　される冊子をご覧ください。

 

し 

き

と
み
や
ま

た
に

し
ょ
う
ま

た
か
し

市
の
図
書
館

・
美
野
里
地
区
に
は
図
書
館
が
な
い
こ
と
、

本
の
貸
し
出
し
施
設
の
利
用
者
が
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。
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集積所等における資源ごみの持ち去りは犯罪です

　ごみ集積所におかれた資源ごみ（空き缶、古紙類、ビン、ペットボトル等）について、部外者が勝手に持

ち去ることは、犯罪（窃盗罪）となります。

　また、市の条例では、所定の場所（ごみ集積所）に出された資源ごみの所有権は、市に帰嘱するとされており、

指定の委託業者以外の者が収集・運搬をしてはならないと定められています。

　ご利用の集積所等において、資源ごみの持ち去り行為が発生している場合には、下記対応へのご協力をお

願いいたします。

【通報時の注意】

・持ち去り者に対し、ご自身で声をかける等はせずに、必ずご通報ください。

・車両のナンバーやの特徴（車種・色・業者名等）をメモ等してください。

【抑止看板の配布】

・環境課窓口で、抑止看板を配布しています。看板の設置にご協力をお願いします。

【問い合わせ】

環境課　廃棄物対策係　☎：0299-48-1111（内線 1144・1145）

美野里交番　　　　　　☎：0299-48-0110（美野里地区在住の方）

小川交番　　　　　　　☎：0299-58-2006（小川・玉里地区在住の方）

スプレー缶・カセットボンベ、使い切りライターの
捨て方にご注意ください

　スプレー缶などを廃棄する際には、中身を完全に使い切り、穴を開けてから、【カン・金属類】として捨て

てください。

　なお、中身を使い切るときや穴を開けるときは、必ず火気のない風通しの良い屋外で行ってください。

　以下、処理に係る手順の一例（参考）となります。詳しい内容は、商品に記載する内容をご確認いただくか、

商品メーカーや販売店にお問い合わせください。

スプレー缶・カセットボンベ
　１．中身を使い切る。

　２．火気のない、風通しのよい状態で、ガス抜き器具などで穴を開ける。　

　３．【カン・金属類】の収集日に、コンテナに入れて出す。

使い切りライター

　１．周囲に火の気のない、風通しのよい状態で、レバーを押し下げる。

　２．ガスが出ている音を聞き、ガスが出ていることを確認する。

　３．輪ゴムや粘着テープなどで、レバーを押し下げた状態で固定する。

　４．この状態で、付近に火の気のない、風通しのよい状態で半日ほど置く。

　５．着火操作をし、ガス抜きが完了していることを確認する。

　６．【カン・金属類】の収集日に、コンテナに入れて出す。

【問い合わせ】 環境課　廃棄物対策係　☎：0299-48-1111（内線 1144）
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「地域還元施設等整備基本構想（案）」への意見を募集します

パブリックコメント実施

１　募集の趣旨
「地域還元施設等整備基本構想」とは、4市町（石岡市・小美玉市・かすみがうら市・茨城町、以下「構成市町」

という。）で構成される霞台厚生施設組合（以下「霞台」という。）が整備を進めている、新広域ごみ処理施

設整備運営事業に伴い、地域住民の憩いの場として提供されてきた高齢者福祉センター白雲荘（平成 28 年度

末廃止）の意志を継承する新たな地域住民への還元施設等の整備の目的及び方針を明確にするものです。

このたび、還元施設等整備に伴う「地域還元施設等整備基本構想（案）」を取りまとめましたので、広く住民

の皆さんからご意見をお聞きするため、意見募集を実施します。

２　募集期間　2月 4日（月）　から　2月 28 日（木）まで　※郵送の場合は　2月 28 日　必着

３　公表資料　地域還元施設等整備基本構想（案）

４　資料の閲覧方法
　　　　　　　　（１）インターネット　　・霞台または構成市町のウェブサイト

　　　　　　　　（２）窓口（計 10 カ所）　・霞台　建設計画課

・石岡市　本庁舎　生活環境課、八郷総合支所　総務課

・小美玉市　本庁舎　環境課、小川総合支所・玉里総合支所　

玄関ロビー

・かすみがうら市　霞ヶ浦庁舎　生活環境課、千代田庁舎　

政策経営課、中央出張所

・茨城町　　みどり環境課

※閲覧時間は各開庁時間に準ずる

５　提出方法
　意見書（様式１）に必要事項を明記のうえ、次の方法のいずれかで提出してください。

　１．持　参　　構成市町の閲覧窓口または霞台

　２．郵　送　　送付先　〒 311-3433　小美玉市高崎 1824-2

　　　　　　　　　　　　　　霞台厚生施設組合　建設計画課　宛

　３．ＦＡＸ　　送信先　ＦＡＸ番号：0299 － 26 － 8660

　４．電子メール　　E-mail：kd-kensetsu@outlook.jp

　※意見書（様式１）は上記 4(1) インターネットまたは (2) 窓口で取得できます。

　※氏名（企業・団体の場合は名称）、住所および電話番号は明記していただきますようお願いします。

　※電話でのご意見はお受けできませんので、あらかじめご了承ください。

６　注意事項
　・ご提出いただいたご意見については、氏名、住所および電話番号を除き、すべて公開される可能性があ

ることを、あらかじめご承知おきください。

　・募集期間内に到着しなかったものおよび下記のいずれかに該当するものについては、無効とします。

①　個人や特定の団体を誹謗中傷するもの

②　個人や特定の団体の財産又はプライバシーを侵害するもの

③　個人や特定の団体の著作権を侵害するもの

④　公序良俗に反するもの

⑤　営業活動等営利を目的としたもの

・ご提出いただきましたご意見に対する個別の回答はいたしかねますのでご了承ください。

・意見募集の結果は、霞台・構成市町のウェブサイト等において報告します。

【問い合わせ】
霞台厚生施設組合　建設計画課　☎：0299-56-7773

環境課　廃棄物対策係　☎：0299-48-1111（内線 1144）
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　最近、自転車による事故が多発しています。

　また、自転車事故の増加に伴い、自転車側の過失による交通事故やトラブルも増えています。

　自転車だと、事故を起こしても大事に至らないと思いがちですが、自分だけでなく歩行者などを巻き込む

重大な事故になることがあります。

　「傘差し、携帯電話使用などによる片手での運転」、「ヘッドホン使用による周りの音が十分に聞こえない状

態での運転」、「2人乗りや無灯火での運転」　は法令違反となります。自分自身と周囲の人の安全のために、

もう一度、自転車の交通ルールを理解し、守りましょう。

　自転車の事故を起こした際には、自分がけがをするだけでなく、

相手にけがをさせたり、相手の物を壊したりすることがあります。

　これらの場合に備え、自転車保険に加入しておきましょう。

0 １４５,０００円（税別）より

新しい戸別受信機への設置申請をお願いします
　小美玉市では、防災行政無線のデジタル化への更新を進めています。更新を進めるにあたり、旧町村時に

設置を行った戸別受信機については、放送を聞くことができなくなります。旧型の戸別受信機をご使用の方

につきましては、受信機をご返却いただき、新しい受信機の設置申請をしていただきますようお願いします。

　【旧型戸別受信機】

【問い合わせ】 防災管理課　危機管理室　☎：0299-48-1111（内線 1013）

【問い合わせ】 防災管理課　市民安全係　☎：0299-48-1111（内線 1016）

玉里地区 小川地区

自転車も車両です。ルールやマナーを守って安全運転をしましょう。
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～心身に障がいをお持ちの方へ～

自動車税減免申請の出張窓口が開設されます
　茨城県では、身体障がい者手帳、精神保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳の交付を受けている方で、

障がい等級や自動車の所有者等が一定の要件を満たす場合には、心身に障がいのある方のために使用する自

動車に係る自動車税および自動車取得税を減免する制度を設けています。

　減免申請は管轄の県税事務所で年間を通じて受け付けていますが、下記の日程で市に出張窓口を開設しま

すので、減免申請を行う際はご利用ください。

　詳細については、茨城県総務部税務課ホームページをご覧いただくか、下記の県税事務所までお問い合わ

せください。

【出張窓口】

期　　日 2月 25 日（月） 3月 4日（月）

受付場所
…小美玉市役所　1階　相談室

…（堅倉 835）

…小川総合支所　1階　会議室

…（小川 4-11）

受付時間
…　　10：00 ～ 12：00

…　　13：00 ～ 16：00…

…　　10：00 ～ 12：00

…　　13：00 ～ 16：00

※新車、中古車の新規登録に係る減免や自動車取得税の減免については、登録日から 30 日以内に管轄の水戸

　または土浦県税事務所自動車税分室でお願いします。

・障がい者手帳・納税義務者の印鑑（認印可）・運転者の運転免許証（コピー可・免許証両面）・自動車の車検……………

証または納税通知書・生計を一にすることを示す書類（住民票等）・マイナンバー確認書類

【必要な書類】

※減免の要件により手続きに必要な書類が異なりますので、下記の県税事務所まで必ずお問い合わせください。

【問い合わせ】 水戸県税事務所　収税第一課　☎：029-221-6605

納場サッカースポーツ少年団交流大会を開催しました
　12月 8日（土）～ 9日（日）において、第 12 回納場サッカースポーツ少年団交流大会を実施しました。

　納場サッカースポーツ少年団が、日頃お世話になっている 12 チームを招待し、各地域の少年が、サッカー

での交流を通じて、お互いの親睦を深めるとともに、サッカーの技能をより一層向上させることを目的とし

た交流大会です。

　市内 6チームを含め、2日間にわたり熱戦を繰り広げた結果、小川サッカースポーツ少年団が見事優勝し、

幕を閉じました。

　初日の昼休みには、パフォーマーの「花
はなさか

咲　オーシ」さんを招待し、サッカーを通し、「心のバランスと感謝」

をテーマに、技術と文字で表現したパフォーマンスが披露され大盛況でした。

　これからも市内のサッカーをますます発展させるために各少年団の団員を募集しています。

　興味のある方は、お近くのサッカースポーツ少年団までお問い合わせください。
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…★食事の前には必ず手を洗いましょう。

…★温かい料理は温かいうちに、冷たい料理は

冷たいうちに食べましょう。

…★あとで食べる分は密閉して冷蔵庫で保存し

ましょう。

　乳幼児・高齢者は特に注意！
　　同じものを食べていても、乳幼児や高齢者は食中毒を起こすことがあります。賞味期限・消費期限等を

　よく確認し、食材の取り扱いなど十分に注意して食中毒を未然に防ぎましょう。

　＜乳幼児＞

　　からだの機能が未発達であり、消化酵素や免疫機能が不十分である。

　＜高齢者＞

　　からだの抵抗力が弱く、持病がある場合が多い。

【問い合わせ】
平日 8：30 ～ 17：15（四季健康館）
健康増進課　食育推進係　☎：0299-48-0221（内線 4002）

栄養士コラム　

★大量に残ったものは、冷めやすいように小分け

にして保存しましょう。

★温めなおすときは、十分に加熱してから食べま

しょう。（汁ものなどは沸騰するまで加熱）

★時間が経ちすぎた物・少しでもあやしい物は　

捨てましょう。

　★次回は広報おみたま 4月号『食育の日』についてです。

～食中毒予防　食べるとき・後片付けのポイント～

～市民の皆さんの疾病予防と健康に役立つために～

小美玉市医療センター　医  療  講  演   を開催します
申込不要
参加無料
質問自由

　
　日　時　3月 8日（金）13:00 ～ 13:30
　場　所　小美玉市医療センター
　　　　……（小美玉市中延 651-2）
　　　　　「受付待合ホール（1階）」

　　
　講　師　小美玉市医療センター
　　　　　消化器外科　

　　　　　永井　健太郎　医師

　　
　　小美玉市医療センターは医療法人財団古宿会へ平成 31 年 2月 1日に民間移譲し、
　新病院として開院することとなりました。

便秘の症状・原因・

解消方法について

お話します。

テーマ 「便秘について」
～その症状も便秘かもしれません ! ～

　問い合わせ

　　　小美玉市医療センター　

　　 地域医療連携係    ☎ 0299-58-2711

出来上がった料理はすぐ食べましょう！ 残った食べ物は適切に処理しましょう！
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【問い合わせ】
四季健康館　健康推進係　☎：0299-48-0221（内線 4001・4003）

小川保健相談センター　　☎：0299-58-1411

玉里保健福祉センター　　☎：0299-48-1111（内線 3310・3311）

こころの健康　～統合失調症～
　1. 統合失調症とは？
　　脳の機能が何らかの原因で、さまざまな情報や刺激に過敏になりすぎてしまい、脳が対応できなくなり、

　感情や思考がまとまりづらくなってしまうことを「統合失調症」と言います。

　2. 統合失調症の症状は？

　　症状には、幻覚・幻聴、妄想などの「陽性症状」があります。その他に、陰性症状（意欲の低下など）、

　認知機能障害（臨機応変にできない）もあります。

身近な方にこんなサインがあれば専門機関へご相談ください。

　 幻聴　　　　　　□誰かに命令される声が聞こえると言う。
　 幻覚　　　　　　□他の人には見えないものが見えると言う。
　 被害妄想　　　　□あり得ない非現実的なことを信じこんでいる。
　 極度の興奮　　　□ささいなことで、大騒ぎをする。
　 思考混乱　　　　□話がまとまらず、支離滅裂になる。
　　　　

陽性症状とは？

　3. 治療方法は？

　5. 統合失調症が疑われるときは…？

　4. 日常生活で気をつけること

　　治療の基本は薬物療法です。症状の回復や程度に応じて、精神療法やリハビリテーションが行われます。

　早期に適切な治療を受けることで、多くの人が社会復帰をしています。

　　定期的な通院と薬をきちんと服用することが大事です。自己判断で服薬をやめてはいけません。

　　できるだけ早めに専門の医療機関を受診しましょう。そのままにしておくと、悪化する可能性があります。

　大切なのは、ひとりで抱え込んでしまう状況を作らないことです。ご家族や身近な方に、統合失調症が疑

　われた場合も医療機関を受診するよう促しましょう。

　　また、統合失調症かなと思ったらお近くの保健センターにご相談ください。

　　　中嶋塗装　　検索

外装点検・ご相談無料！住まいの外装リフォーム専門店

　塗　
装

　一級塗装技能士による　　　サイディング
　　　　　　　　　　住まいの塗替え　　　　　雨樋　　

（有）中嶋塗装工業
 　　　　　　屋根カバー工法・葺き替え

　本　社：石岡市半ノ木14159-5　　　TEL：０２９９-５７-１６４１
　事務所：石岡市柴間138　　　　　　　　　　mail：nakajimatosou@gmail.com



14平成 31 年 2 月 7 日　広報おみたま

『 乳 製 品 』で

乾杯 ＆ おもてなし を合言葉に

　

小
美
玉
市
は
、
農
畜
産
業
を
基
幹
産
業
と
位

置
づ
け
て
お
り
、
中
で
も
酪
農
に
お
い
て
は
、

約
五
千
五
百
頭
の
乳
牛
が
飼
育
さ
れ
、
規
模
・

品
質
と
も
に
全
国
で
も
有
数
の
酪
農
地
帯
を
誇

る
酪
農
の
街
で
あ
り
、
県
内
に
お
け
る
生
乳
生

産
量
は
常
に
第
一
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
乳
か
ら
生
産
さ
れ
る
牛
乳
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
を
本
市
の
魅
力
と
し
て

位
置
づ
け
、
早
く
か
ら
各
種
施
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
全
国
初
と
な
る
「
乳
製
品
で
乾
杯
」

を
推
進
す
る
条
例
を
平
成
二
十
六
年
十
二
月

十
五
日
に
施
行
し
、
乳
製
品
の
普
及
促
進
、
健

康
増
進
、
地
域
振
興
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乾
杯
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
日
常
的
に

来
訪
者
を
『
乳
製
品
で
も
て
な
す
』
こ
と
を
推

奨
す
る
た
め
、
本
条
例
を
平
成
三
十
年
十
月
五

日
に
一
部
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
乾

杯
条
例
を
通
じ
て
、
市
民
・
関
係
団
体
・
市
が

一
丸
と
な
っ
て
『
お
も
て
な
し
の
心
』
の
醸
成

を
図
り
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
酪
農
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
全
国
ヨ
ー
グ

ル
ト
サ
ミ
ッ
トin

小
美
玉
」
で
は
、
乳
製
品
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
来

場
さ
れ
た
約
三
万
九
千
人
も
の
来
場
者
に
、
『
お

も
て
な
し
の
心
』
で
広
く
情
報
発
信
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
「
乳
製
品
で
乾
杯
＆
お
も
て
な
し
」

を
合
言
葉
に
、
各
種
施
策
を
通
し
て
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
個
人
の
嗜
好
や
意
思
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ

り
、
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

市内牧場の様子

牛乳の試飲（牛乳まつり）

各イベントで乾杯

ヨーグルトサミットで乾杯

会食で乾杯
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次世代にむけて酪農文化への理解や乳製品への愛着を育む取り組み

会食の時は乳製品で乾杯！～乾杯条例協力店のご案内～

ヨーグルトで乾杯！おみたまヨーグルト購入の割引制度があります

　乾杯を乳製品で行う場合は、おみたまヨーグルト（130ml）が割引価格となります。

通常価格 153 円（税込）のところ、100 本以上注文の場合 108 円（税込）、100 本未満  

注文の場合 120 円（税込）と割引が適用となります。ぜひ、ご利用ください。

　飲食店以外の地域の集会場や家庭で行う場合も、割引の対象となります。

　割引購入先は、空のえき そ・ら・ら直売所及び美野里売店（花木センター内）です。

　詳しくは、小美玉ふるさと食品公社に問い合わせください。

【問い合わせ】 小美玉ふるさと食品公社　☎ 0120-39-4960

酪農やヨーグルト製造に関する絵本を配布 学校給食は牛乳に加え月 2 回のヨーグルト！

「乳製品で乾杯」を推進する条例の協力店をご案内します。市内で会食等により乾杯が行われる場合は、ぜひ

  乳製品のご注文をお願いします。その際は事前に各協力店にご相談ください。（※順不同、平成 31 年 1 月現在）

店　名 電　話 住　所 配達 持込

小月庵 0299-58-2103 小川 1387 ○ ○

橋本旅館 0299-58-2038 中延 1 ○ ○

みすず 0299-58-4181 中延 643-3 × ○

海鮮食事処　いしざき 0299-58-5524 中延 595-1 ○ ○

とんかめ 0299-58-4110 下馬場 1-2 ○ ○

坂東太郎　ビュッフェレストラン　そ・ら・ら 0299-56-5656 山野 1628-44 ○ ×

御食事処　はるみ 0299-48-1754 西郷地 1667-60 ○ ○

お食事処　ながき 0299-47-0054 中野谷 108 ○ ○

とんかつたやま　美野里店 0299-48-2855 堅倉 1615-34 ○ ○

みのりの森のレストラン　キャトル・セゾン 0299-35-7300 部室 1068 ○ ○

地魚料理・地酒とワイン　桝屋 0299-36-7280 堅倉 1445-2 × ○

魚貝旬菜　かなざわ 0299-46-3262 羽鳥 1294-2 ○ ○

旅館　かと家 0299-48-1234 堅倉 987-1 ○ ○

旬彩　一菜一心 0299-48-0933 江戸 185-6 ○ ○

梅久 0299-26-3600 栗又四ケ 2400 ○ ○

みらく 0299-58-4434 上玉里 1300-1 ○ ○

今後も、引き続き協力店の募集をしていますので、ご協力お願いいたします。

130ml

【問い合わせ】 農政課　畜産係　☎ 0299-48-1111（内線 1157）
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わ

だ

い

「小美玉市医療センター民間移譲に関する契約等」

　市では、小美玉市医療センターの存続を第一に考え、民間移譲を進めてきました。

　去る 12 月 25 日、水戸中央病院において移譲先団体である医療法人財団古宿会（水戸市）

と７件の契約等を締結しました。

　契約の主な内容として、移譲の時期は平成 31 年２月１日とし、建物は無償譲渡契約、医療

機器は無償貸与契約、土地は使用貸借契約を締結するものです。また、新病院の開院に必要

な整備等をしたときは、運営費として 10 年の期間で総額 15 億円を限度に交付金を交付する

というものです。

　この契約等の締結により、医療法人財団古

宿会では、今後、病院開設許可申請や建築確

認申請を経て、2020 年（平成 32 年）４月に

新病院の建設工事を竣工し、同年９月のグラ

ンドオープンを目指すとしています。

　新しい病院が、小美玉市民をはじめ周辺地

域住民に信頼され、真に必要とされる病院と

なることを強く望みます。

左から島田市長、小野理事長

美野里ビサイレンツ　レディース部門が優勝

　平成 30 年 9 月 1 日（土）～ 2 日（日）、栃木県那須塩原市で第 24 回関東社会人男子・女子ソフトボール

大会が開催されました。茨城県代表として美野里ビサイレンツが出場し、決勝では 4 対 3 という接戦を制し

女子の部において見事に優勝しました。

　日頃の練習の成果を存分に発揮した結果となりました。優勝、おめでとうございます！

を締結しました

エルデスト部門が全国大会に出場しました

　また、エルデスト部門では、平成 30 年 10 月 13 日

（土）～ 15 日（月）に奈良県天理市で開催された、第

17 回全日本エルデスト大会に出場し、ベスト 16 の成

績を収めました。

　次のシーズンに向け、レディース・エルデスト共に

全国大会でのメダル獲得を目指し、チーム内は盛り上

がっています。

12 月 26 日表敬訪問

全国大会出場

関東社会人大会優勝
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井坂　佑さんが厚生労働大臣表彰受賞

　美野里民生委員児童委員協議会副会長の

井坂佑さん（西郷地）が、多年にわたり民

生委員児童委員として社会福祉の推進に貢

献されたとして、昨年 11 月 22 日開催の平

成 30 年度全国社会福祉大会において、厚生

労働大臣表彰を受賞されました。

　井坂さんは、平成 4 年 12 月から現在に至

るまで職務に精励し、その功績が特に顕著

であると認められたものです。

★高齢者・障害者・妊婦さん向け買い物代行（見守りサービス付き）

★高齢者・障害者向け付き添いサービス（見守りサービス付き）

株式会社クローバークリスタル 
　　営業日　月＿金　　　営業時間　8:30_17:30

TEL：0299-51-6043　FAX：0299-51-6043

E-mail：info@clovercrystal.co.jp

URL：https://www.clovercrystal.co.jp/

★高齢者・障害者・妊婦さん向け買い物代行（見守りサービス付き）

★高齢者・障害者向け付き添いサービス（見守りサービス付き）

株式会社クローバークリスタル 
　　営業日　月＿金　　　営業時間　8:30_17:30

TEL：0299-51-6043　FAX：0299-51-6043

E-mail：info@clovercrystal.co.jp

URL：https://www.clovercrystal.co.jp/

平成 30 年度茨城県広報コンクールにおいて

特選・準特選を受賞しました

　市ではダイヤモンドシティ・プロジェクト関連事業の一環で PR 動画を作成しています。

　そのうちの 2 つがこのコンクールの映像部門で、特選および準特選に選ばれました。

＊特　選「小美玉ヨーグルトストーリー」

＊準特選「小美玉日和」

　「小美玉ヨーグルトストーリー」は、昨年 10 月に開催した全国初の「第 1 回全国ヨーグルトサミット in 小

美玉」の PR 動画として作成されたものです。

　「小美玉日和」では、実際に小美玉市に暮らす夫婦 4 組にスポットを当て、出会いから現在の暮らしをはじめ、

仕事や地域活動、趣味で輝いている姿をインタビュー形式で紹介しています。

　特選に選ばれた「小美玉ヨーグルトストーリー」は、このあと公益社団法人日本広報協会主催の「全国広

報コンクール」に出展されます。
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平
成
33
年
４
月
開
校　

玉
里
地
区
義
務
教
育
学
校
の

校
名
が
「
小
美
玉
市
立
玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校
」
に
決
ま
り
ま
し
た

【
校
名
の
正
式
決
定
に
つ
い
て
】

　

玉
里
小
学
校
、
玉
里
北
小
学
校
、

玉
里
東
小
学
校
と
玉
里
中
学
校
の

統
合
後
の
新
た
な
校
名
等
を
定
め

る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
、
平
成

30
年
12
月
市
議
会
定
例
会
で
議
決

さ
れ
、
校
名
は
、
「
小
美
玉
市
立

玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校
」
に
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
平
成
27
年
２
月
に
策
定
し
た

「
小
美
玉
市
立
小
中
学
校
規
模
配

置
適
正
化
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

玉
里
地
区
義
務
教
育
学
校
開
校
準

備
委
員
会
（
以
下
、
開
校
準
備
委

員
会
）
を
設
置
し
て
、
義
務
教
育

学
校
の
開
校
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

義
務
教
育
学
校
は
、
学
校
教
育

法
の
改
正
（
平
成
28
年
４
月
施
行
）

に
よ
り
、
現
行
の
小
学
校
・
中
学

校
に
加
え
、
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
う
新
た
な
学
校
の

種
類
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
校
名
決
定
に
至
る
ま
で
】

（
平
成
30
年
７
月
～
９
月
）

　

玉
里
地
区
を
対
象
に
、
校
名
案

を
募
集

＜

募
集
結
果＞

応
募
総
数

285
通
（
応
募
種
類
27
案
）

（
平
成
30
年
９
月
）  

　

募
集
結
果
を
参
考
に
、
開
校
準

備
委
員
会
で
の
協
議
に
よ
り
、
校

名
候
補
を
、
「
小
美
玉
市
立
玉
里

学
園
義
務
教
育
学
校
」
と
す
る
。

（
平
成
30
年
10
月
）

　

教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、

「
小
美
玉
市
立
学
校
設
置
条
例
」
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
可
決
。

（
平
成
30
年
12
月
）

　

第
４
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
右
記
条
例
案
を
可
決
。

　

校
名
が
、
「
小
美
玉
市
立
玉
里

学
園
義
務
教
育
学
校
」
に
決
定
。

【
玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校
の

特
徴
的
な
教
育
内
容
】

①
外
国
語
（
英
語
）
教
育
の
推
進

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
※
の
推
進

③
ふ
る
さ
と
学
習
等
の
特
例
教
科

　

の
導
入

④
児
童
生
徒
間
の
異
学
年
交
流

⑤
小
学
校
高
学
年
の
一
部
教
科
担

　

任
制
の
導
入

⑥
保
育
園
・
幼
稚
園
と
義
務
教
育

　

学
校
と
の
連
携

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
…
Ｐ
Ｃ
、
タ
ブ
レ

　

ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

　

用
し
て
の
学
習
・
教
育
活
動

玉里学園義務教育学校（イメージ図）

【
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

新
し
い
学
校
は
、
現
在
の
玉
里

中
学
校
の
敷
地
に
、
小
・
中
学
校

一
体
型
の
校
舎
と
し
て
新
た
に
整

備
を
行
う
計
画
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
は
、
玉

里
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
解
体
し
、

跡
地
に
新
た
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
拡
張

す
る
た
め
、
玉
里
中
学
校
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
部
分
の
盛
土
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
夏
頃
に
は
、
新

校
舎
の
建
築
に
着
手
し
、
平
成
32

年
度
に
完
成
、
平
成
33
年
４
月
に

開
校
予
定
で
す
。

◆
開
校
準
備
委
員
会
で
は
、
今
後

も
玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校
の
開

校
に
向
け
、
校
歌
・
校
章
や
制
服
・

体
操
服
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

開
校
準
備
委
員
会
の
開
催
日
程

や
会
議
録
等
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

はり・きゅう・マッサージ（保険対応）

飛　鳥　堂
 歩行困難な高齢者・障害者への医療保険往療

（医師同意書必須）

※自己負担額おおよそ1回300円から800円

受付時間　月=金　08:30_17:00　　土　08:30_16:00

休診日：日・祝、年末年始、夏季休暇有り

TEL：0299-48-3463　　E-mail：master@askadow.com

Web は「有料広告」で検索

有料広告

詳しくは、Web または

　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！

☎：0299-48-1111　内線 1213
　　（秘書政策課　広報広聴係）
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　橘小学校は、明治９年に与沢小学校として開校し、今年で創立１４５周年を迎えた歴

史と伝統ある学校です。しかし、平成３１年４月の小川南小学校開校に伴い、３月末に

１４５年の長い歴史に幕を閉じます。地域と共に歩んできた橘小学校は、地域に愛され地

域を愛する橘っ子をたくさん育ててくれました。「１４５年間にありがとう」を合い言葉に、

橘小学校の有終の美を飾っていきます。

～学校大好き　地域大好き　橘っ子～

　　　　　　長寿会の方との花壇作り　　　　　　　　　　　　　ジャガイモ掘り体験　　　　　　　　　　　地域の交流　ＰＴＡ親子球技会

　　地域の方と一緒に玉入れ　運動会　　　　　　感謝の気持ちをこめて　橘まつり　　　　　　　　共に学び合って　学力向上

橘小学校
～１４５年間に　ありがとう～

児童数１５８名
（男子７４名、
女子８４名）、
職員１８名の学
校です。
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あなたの婚活

結婚相談員が応援します

地域の
身近な相談役

平本 典子さん
( 堅倉在住）
☎48-0028

田村 平次さん
( 三箇在住）
☎48-0484

会長　岩渕 洋光さん
( 大笹在住）
☎48-2759

藤又 末子さん
( 羽刈在住）
☎46-1387

小林 勝江さん
( 竹原下郷在住）

☎47-0258

柳澤 博さん
( 張星在住）
☎48-2326

副会長　山下 明さん
( 倉数在住）
☎54-0293

副会長　小林 茂さん
( 野田在住）
☎58-3682

細谷 重男さん
( 下吉影在住）

☎53-0655

岡野 正義さん
( 栗又四ケ在住）

☎090-2436-1890

髙橋 富子さん
( 羽鳥在住）
☎46-4133

加藤木 容子さん
( 高田在住）
☎48-1740

菊田 進夫さん
( 中台在住）
☎47-1252

千葉 泰雄さん
( 上吉影在住）

☎53-0633

小塙 亨さん
( 小塙在住）
☎58-3440

橋本 勝さん
( 上玉里在住）

☎58-0682

　独
身
時
代
を
過
ご
し
、い
ざ
、
結
婚
を
意
識
し
た
時
に
「
出
会
い
の
機
会
が

少
な
い
」「
異
性
と
結
婚
へ
向
け
た
付
き
合
い
方
が
分
か
ら
な
い
」「
結
婚
へ
の

決
断
が
つ
か
な
い
」
な
ど
、
生
涯
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
に
迷
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　小
美
玉
市
で
は
、
多
彩
な
企
画
内
容
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
結
婚
へ
向
け
た

「
婚
活
事
前
講
座
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
結
婚
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。一
方
、
結
婚
相
談
員
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
ご
縁
を
つ
な
ぐ
た
め
、

地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
相
談
員

が
、
皆
さ
ん
の
婚
活
を
応
援
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。   

（
名
簿
順
）
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小美玉市を魅力あるまちに

～ 市政モニターからの意見や要望を紹介 します～

　市政モニターでは、小美玉市に住んでいる人はより小美玉市を好きになり、いつまでも住んでいたいと思

えるような、市外の人には小美玉市の魅力を感じ、また来たいと思ってもらえるようなまちをつくっていく

ために、意見やアイディアを出していただいたり、意見交換をしたりしています。

　今月号では、第 2 回モニター会議の中で、「市民の皆さんに知ってほしい」「市を良くするためにはこうい

うことが必要」という観点から選ばれた、意見や提案とそれに対する回答の要約を 2 件ほどご紹介します。

意見
少
子
化
と
い
う
け
れ
ど

子
ど
も
を
産
め
る

体
制
は

　

市
内
や
近
隣
に
産
婦
人
科
が

な
く
、
子
ど
も
を
産
め
る
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
。
育
て
る
こ

と
も
重
要
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
以

前
に
十
分
に
安
心
し
て
産
め
る

こ
と
が
大
前
提
だ
と
思
う
。
市

内
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
ま

ず
、
ど
こ
で
産
め
ば
い
い
の
か

リ
サ
ー
チ
が
大
変
だ
っ
た
。
長

時
間
、
車
で
検
診
に
行
く
の
は
、

妊
婦
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
変

な
こ
と
な
の
で
ぜ
ひ
、
医
療
体

制
の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

答
：

　

小
美
玉
市
内
お
よ
び
石
岡
地

域
に
お
い
て
、
出
産
で
き
る
医

療
機
関
が
な
い
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
当
市
に

お
い
て
も
、
少
子
化
が
一
層
加

速
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
施
策
の
充
実
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
身
近
な
出
産
場
所

と
し
て
石
岡
市
内
に
２
つ
の
産

婦
人
科
医
院
が
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
分
娩
の
取
り
扱

い
を
終
了
し
、
妊
婦
健
診
の
み

対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

当
市
か
ら
30
分
程
度
と
比
較

的
近
い
産
科
医
療
機
関
と
し
て
、

笠
間
市
内
に
あ
る
根
本
産
婦
人

科
や
県
立
中
央
病
院
、
水
戸
市

内
の
岩
崎
病
院
や
水
戸
済
生
会

病
院
等
が
あ
り
ま
す
が
、
県
南

地
域
へ
の
通
院
は
約
１
時
間
か

か
る
た
め
、
市
民
か
ら
不
安
視

す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
健
康
増
進
課
で
は
妊

娠
出
産
に
関
す
る
情
報
提
供
等

に
つ
い
て
、
保
健
師
助
産
師
が

相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
、
相
談
支

援
の
対
応
を
な
お
一
層
、
充
実

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
科
医
療
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
単
独
あ
る
い
は
一
病
院

だ
け
で
実
施
す
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
状
況
の
た
め
、
当
市
と

し
て
は
近
隣
市
町
と
連
携
し
、

協
議
す
る
場
を
設
け
る
と
と
も

に
、
国
や
県
に
対
し
緊
急
な
課

題
と
し
て
医
療
体
制
の
整
備
を

強
く
要
望
し
、
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

回
答
部
署
【
健
康
増
進
課
】 

非
常
災
害
時
生
活

用
水
供
給
の
初
期

対
応

【
改
善
案
】

１
．
市
内
の
井
戸
所
有
者
で
協

力
可
能
な
方
の
情
報
収
集

２
．
施
設
の
実
態
調
査

　

①
使
用
状
況

　

②
水
質
調
査

　

③
ポ
ン
プ
は
電
動
か
手
動
か

　

④
湧
水
量

３
．
水
質
の
ラ
ン
ク
付
を
す
る

　

①
生
で
飲
料
可

　

②
加
熱
煮
沸
に
て
飲
料
可

　

③
化
学
物
質
、
重
金
属
等
を

含
む
飲
料
不
適
な
水
は
洗
浄
水

４
．
井
戸
水
供
給
協
力
者
と
覚
書

ま
た
は
契
約
を
交
わ
し
、
円
滑
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

５
．
電
動
ポ
ン
プ
の
み
の
施
設

は
、
携
帯
発
電
機
５
０
０
Ｗ
程

度
（
３
万
円
／
１
台
）
程
度
を

貸
与
す
る
。

６
．
所
有
者
（
水
供
給
協
力
者
）

は
、
年
１
回
の
公
的
機
関
に
よ

る
水
質
検
査
を
行
う
。

７
．
管
理
者
は
自
治
会
と
行
政
で

協
議
し
的
確
な
管
理
運
用
を
行
う
。

＊
ど
こ
に
あ
る
の
か
地
図
を
作

成
し
た
り
、
看
板
で
周
知
す
る

な
ど
広
報
が
必
要
と
な
る
と
思

う
。
ま
た
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め

に
渡
し
方
に
も
工
夫
が
必
要
だ

と
思
う
。

答
：

　

す
で
に
災
害
時
協
力
井
戸
を
実

施
し
て
い
る
他
自
治
体
で
は
、
水

質
検
査
費
用
を
行
政
側
で
負
担
し

て
い
る
場
合
や
、
自
主
防
災
組
織
、

自
治
会
等
へ
の
井
戸
設
置
補
助
金

を
交
付
し
協
力
井
戸
に
登
録
し
て

い
た
だ
く
場
合
な
ど
、
そ
の
状
況

は
様
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
災
害
時
協
力
井
戸
を

導
入
し
て
い
な
い
本
市
で
は
、
市

内
の
複
数
行
政
区
に
お
い
て
、
区

内
の
使
用
可
能
な
井
戸
を
自
ら
調

査
し
、
非
常
時
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
大
谷
区
の
取
組
み
で
は
、

井
戸
の
設
置
場
所
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
停
電
時
に
使
用
で
き
る
発

電
機
の
所
有
者
や
事
業
者
を
地
図

に
表
示
し
、
平
時
か
ら
区
民
へ
周

知
し
て
災
害
時
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

利
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
内
容
を
十
分
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
災
害
時
協

力
井
戸
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
見

出
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
協
力
井
戸
の
共
助

と
し
て
の
機
能
性
を
重
視
し
、
区

長
会
と
の
協
議
を
と
お
し
て
地
域

に
お
け
る
井
戸
水
使
用
実
態
調
査

の
実
施
に
向
け
て
調
整
を
進
め
、

災
害
時
協
力
井
戸
の
具
現
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

回
答
部
署
【
防
災
管
理
課
】

提案
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募金で 2019 茨城国体・全国障害者スポーツ大会に参加しませんか。

５千円以上の寄附をされた方には、もれな

く、記念品としてオリジナルスポーツタオ

ルとピンバッジをプレゼント中！！

小川海洋センター開催講座の受講者を募集しています

　小川海洋センターでは指定管理者主催フィットネス講座の受講者を

募集しています！多くの方のご参加をお待ちしています！

【問い合わせ】 小川海洋センター　☎ 0299-58-5744　　9：00 ～ 21：00（月曜休館）

プログラム名

各プログラム
全 4 回

（1 回 45 分）

YOGA

エアロビクス

トレーニング系

メンテナンス系

　【フィットネス講座（多目的室）】

【受  講  料】各プログラム　3,200 円

【申込方法】申込用紙に記入し、小川海洋センター

へ受講料を添えて申し込みください。

【主　　催】株式会社アビック（小川海洋センター

指定管理者）　　　

※　電話でのお申し込みはできません。

※　定員になり次第、募集締め切りとなります。

※　講座の詳細については、小川海洋センターにお問い合わせください。

年間営業

【募金の用途】「いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会」の運営費用

【募金の方法】県内の主な金融機関に専用の振込依頼書を用意しています。

詳細は金融機関の窓口までお問い合わせください。

【税制上の優遇措置について】

①法人の場合：法人税法に基づき、寄附金の全額を損金算入することができます。

②個人の場合：所得税法及び地方税法に基づき、２千円を超える金額を寄附された場合は、

確定申告を行うことで、所得税及び住民税の寄附控除金額の対象となります。

【受 付 期 間】10 月 31 日（木）まで

【問い合わせ】いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会実行委員会事務局

（茨城県国体・障害者スポーツ大会局　総務企画課）☎：029-301-5405

HP「いばラッキー募金」で検索
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　NPO 法人茨城県ウォーキング協会（会長：深見博）は、ウォーキングの普及推進を通じて、自然に親しみ、

健康増進を図るとともに、自然愛護の精神を育み明るい社会づくりに貢献することを目的とする法人です。

その事業の一環として、NPO 法人茨城県ウォー

キング協会（第 5 事業部）および協会加盟団体で

は歩かせていただく台地に感謝を込めて、県内各

地でゴミを拾うクリーンウォーク活動を展開して

います。

　12 月 15 日（土）に開催した「霞ヶ浦クリーン

ウォーク」は、生涯学習センターを出発し、愛宕

神社、大井戸湖岸公園、霞ヶ浦沿岸を経て生涯学

習センターに戻るコースでした。当日は晴天に恵ま

れ、27 名の参加者は筑波山を眺めつつ、霞ヶ浦湖

畔を楽しみながら歩き、環境美化に努めました。

　霞ヶ浦クリーンウォークは今後も各地で開催す

る予定ですので、関心のある方はぜひご参加ください。

【問い合わせ】戸田　090-9831-3703

「霞ヶ浦クリーンウォーク」を開催しました

参加した皆さん

（大井戸湖岸公園から霞ヶ浦沿岸の

約 3km がクリーン活動エリア）

小川公民館年末特別講座を開催しました

　小川公民館では、11 月 29 日（木）に植田豊秋さん

を講師に迎え「寄せ植え講座」、12 月 16 日（日）には

小学生を対象に社会教育指導員の指導で「冬の工作教

室」、12 月 23 日（日）には大越和子さんを講師に迎え、

フラワーアレンジメント薔薇の会の皆さまのご協力を

いただき「親子フラワーアレンジメント教室」を実施

しました。

　参加された方々は、「それぞれ個性的にできている。」

「楽しい時間を過ごせた。」など作りあげた作品を前に

して、にこやかな微笑みがこぼれていました。

　また、親子フラワーアレンジメント教室では薔薇の

会の皆さまのご好意でお楽しみ抽選会が行なわれ、楽

しいひと時を過ごすことができました。

寄せ植え講座 親子フラワーアレンジメント教室

冬の工作教室
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小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
39

水
戸
藩
内
の
窯
よ
う
ぎ
ょ
う
業
（
や
き
も
の
）
―
「
小
川
焼
」
―

　

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
、
第

九
代
水
戸
藩
主
に
就
任
し
た
徳
川

斉
昭
公
は
、
人
事
刷
新
を
断
行
し
、

改
革
派
の
藤
田
東
湖
や
会
沢
正
志

斎
を
郡
奉
行
に
登
用
す
る
な
ど
藩

政
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
財
政
難
を
解
消
す
る
た
め
、

新
た
な
産
業
を
興お
こ

す
「
殖
し
ょ
く
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う

産
興
業
」

を
推
し
進
め
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と

つ
に
、
窯
業
（
や
き
も
の
）
が
あ

り
ま
す
。

　

は
や
く
も
、
就
任
の
翌
年
、
斉

昭
公
は
、
藩
内
の
や
き
も
の
土

「
陶と

う

ど土
」
を
探
さ
せ
、
常
陸
太

田
の
町
田
村
と
下し
も
つ
け野
の
小こ
い
さ
ご砂
村

で
発
見
し
ま
し
た
。
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
に
は
、
水
戸
下
市
の

瓦か
わ
ら
や屋
（
谷
）
に
陶
器
製
造
所
を
開

設
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
、
瓦
屋
の
陶
製

所
を
統
合
す
る
形
で
千
波
湖
近
く

の
神か
み
さ
き
し
ち
め
ん
ど
う

崎
七
面
堂
の
下
に
七
面
陶
製

所
を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
天

保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
は
、

七
面
陶
製
所
の
北
側
の
台
地
に
偕

楽
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

陶
土
を
発
見
し
た
常
陸
太
田
の
町

田
村
、
下
野
の
小
砂
村
に
も
陶
製

所
が
開
設
さ
れ
、
先
の
七
面
陶
製

所
と
合
わ
せ
て
、
藩
が
直
接
的
に

窯
業
を
経
営
す
る
「
藩は
ん
よ
う窯
」
が
成

立
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
民
間
が
経
営
の
主
体
と

な
る
「
民み
ん
よ
う窯
」
も
あ
り
ま
す
。
水

戸
藩
の
藩
窯
成
立
に
先
行
す
る

寛
政
～
享
和
～
文
化
年
間
（
約

二
一
〇
年
前
）
に
開
か
れ
た
「
松

岡
焼
」
（
北
茨
城
市
）
、
相
馬
焼
か

ら
技
術
を
導
入
し
た
「
桃と
う
げ
ん源

焼
」

（
常
陸
太
田
市
）
が
そ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
他
藩
で
す
が
、
笠
間
焼
な

ど
の
民
窯
で
は
財
政
に
貢
献
が
期

待
さ
れ
る
た
め
、
藩
の
援
助
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

徳
川
光
圀
公
の
時
代
、
中
国
・

明
よ
り
招
い
た
儒
学
者
朱
し
ゅ
し
ゅ
ん
す
い

舜

水

が
陶
工
を
連
れ
て
き
て
、
藩
内
の

小
川
村
で
「
ど
び
ん
焼
」
と
称
す

る
や
き
も
の
生
産
を
始
め
、
そ
の

後
、
真
偽
は
不
明
で
す
が
、
宍し

し

ど戸

に
移
っ
た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
代
に
こ
の
「
ど
び

ん
焼
」
の
所
在
を
確
認
す
る
た
め
、

登の
ぼ
り
か
ま
窯
が
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
が
あ

る
小
川
総
合
支
所
の
南
側
、
小
川

字
恵
比
寿
に
所
在
す
る
斜
面
部
で

試
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
調
査
で
出
土
し
た
遺
物

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

写
真
１
は
、
窯か

ま

ど

う

ぐ

道
具
と
呼
ば
れ

る
サ
ヤ
鉢
と
焼
台
で
す
。
窯
道
具

と
は
、
登
窯
の
中
で
使
わ
れ
る
道

具
の
総
称
の
こ
と
で
、
窯
道
具
が

出
土
し
た
こ
と
は
、
や
き
も
の
を

焼
い
た
窯
が
所
在
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ヤ
鉢
は
、

灰
が
か
ぶ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の

容
器
で
、
焼
台
は
文
字
通
り
、
窯

の
中
で
陶
器
を
乗
せ
る
台
の
こ
と

で
す
。

　

写
真
２
は
、
色い
ろ
み
あ
な

見
穴
の
蓋ふ
た

で
す
。

色
見
穴
と
は
、
窯よ
う
な
い内
の
焼
成
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
焼
成
室
に
設

け
ら
れ
た
小
穴
の
こ
と
で
す
。

　

写
真
３
は
、
窯
で
焼
か
れ
た
製

品
で
陶
器
の
甕か
め

と
擂す
り
ば
ち鉢
で
す
。

　

窯
道
具
や
窯
で
焼
か
れ
た
製
品

の
特
徴
が
、
七
面
陶
製
所
な
ど
の

「
藩
窯
」
と
は
違
う
こ
と
か
ら
、
こ

の
窯
跡
は
、
十
九
世
紀
に
操
業
し

て
い
た
「
民
窯
」
で
あ
る
と
推
察

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
伝
承
が
あ

る
光
圀
公
の
「
ど
び
ん
焼
」
と
は

異
な
り
、
文
献
に
も
残
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、「
小お
が
わ
や
き
か
ま
あ
と

川
焼
窯
跡
」
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

写真 1

サヤ鉢・焼台

写真 2

色見穴の蓋

写真 3

甕・擂鉢

昭和 50 年代の小川焼窯跡の遠景
2002　茨城県陶芸美術館『佐賀県立九州陶磁

文化館所蔵　古伊万里　その美と変遷』より

登窯の模式図　
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♪
　城里町総合野外活動センター

　「ふれあいの里」「うぐいすの里」

　　　　　　　　　　－城里町ー

　「ふれあいの里」は、広い施設のなかに、オートキャ

ンプ場、キャビン、バンガローがあり、魚釣り体験

ピザ焼き体験などいろいろな野外体験ができます。

子供から大人まで宿泊でも日帰りでも楽しめます。

　「うぐいすの里」は、広いグラウンドやテニスコー

トがあり、青空の下でスポーツが楽しめ、また、春

には園内の桜が見ごろを迎えます。

　どちらの施設も、平成 31 年度の予約が 2 月 1 日（金）

から開始されます。

みなさまのお越しをお待ちしています。

【問い合わせ】　

●ふれあいの里

　　城里町大字上入野 4384　

　　ふれあいの里管理事務所　電話 029-288-5505

●うぐいすの里　　

　　城里町大字錫高野 2391

　　うぐいすの里管理事務所　電話 029-289-4321

第 15 回茨城国際音楽アカデミー in かさま

　　　　　　　　　　　　　　ー笠間市ー

　笠間市では、若手演奏家の育成と音楽文化の振興、

地域活性化を目的として「第 15 回茨城国際音楽アカ

デミー in かさま」を開催します。

　アカデミーの期間中には、公開レッスンのほか世

界最高峰の講師陣、受講生、音楽愛好家によるさま

ざまなコンサートも開催します。ぜひ、会場へ足を

運んでいただき、素敵な音楽の時間をお楽しみくだ

さい。詳細は、笠間市ホームページをご覧ください。

◆公開レッスン

【期　日】：3 月 21 日（木・祝）～ 3 月 28 日（木）

【場　所】：茨城県教育研修センター

（笠間市平町 1410）

◆コンサート

① 3 月 21 日（木・祝）14：00 ～（笠間公民館）

茨城国際音楽アカデミー in かさま　第 15 回

記念公演　スペシャル・ガラ・コンサート

一般 1,500 円　高校生以下 1,000 円

② 3 月 23 日（土）11：00 ～（教育研修センター）

親子で楽しむ名曲コンサート　無料※事前申込制

③ 3 月 23 日（土）  17：00 ～（県民文化センター）

　ザハール・ブロンと若き名手たち　

　水戸スペシャル・コンサート

　一般 1,500 円

④ 3 月 24 日（日）14：00 ～（教育研修センター）

　ミハイル・ヴォスクレセンスキー

　ピアノ・リサイタル　

　一般 1,500 円　高校生以下 1,000 円

⑤ 3 月 26 日（火）18：30 ～（教育研修センター）

　エヴァ・ラブチェフスカ　

　無伴奏ヴァイオリン・リサイタル　料金 1,000 円

⑥ 3 月 28 日（木）13：00 ～（教育研修センター）

　アカデミーファイナル　

　ステュ－デント・コンサート　料金 500 円

【問い合わせ】

茨城国際音楽アカデミー in かさま実行委員会事務局

〒 309-1792　茨城県笠間市中央 3-2-1 

笠間市教育委員会生涯学習課内

☎：0296-77-1101（内線 381）
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な
り
水
戸
警
察
署
に
主
た
る
営
業

所
と
そ
の
他
の
営
業
所
の
届
出
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

営
業
所
が
一
つ
し
か
な
い
場
合

で
も
「
主
た
る
営
業
所
の
届
出
」

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
ん
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
営
業
所
を

展
開
し
て
い
る
古
物
商
の
方
は
、

主
た
る
営
業
所
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
の
警
察
署
で
「
主
た
る
営
業

所
等
の
届
出
」
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
県
内
各
警
察

署
生
活
安
全
課
ま
た
は
県
警
察
本

部
生
活
安
全
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

石
岡
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
（
代
）
０
２
９
９
―
２
８
―
０
１
１
０

平成 31年 3月の窓口業務延長日

実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課（税に関する証明）、収納課（納付書再発行）

小川総合支所 総合窓口課

（戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、

医療福祉関係（マル福）、後期高齢者医療関係、市税等の収納）玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。

※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

3 月の窓口業務延長日は 6、13、20、27 日（毎週水曜日）です。　19：00 まで

  

「
い
ば
ら
き
企
業
説
明
会

　

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す

　
　

古
物
営
業
法
が

　
　

改
正
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
30
時
４
月
25
日
「
古
物
営

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
「
許
可
単
位

の
見
直
し
」
、
「
営
業
制
限
の
見
直

し
」
、
「
簡
易
取
り
消
し
の
新
設
」
、

「
欠
格
事
由
の
追
加
」
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の

古
物
商
は
、
「
主
た
る
営
業
所
等

の
届
出
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
古
物
営
業
を
続
け
る

場
合
、
平
成
30
年
４
月
25
日
か
ら

起
算
し
て
２
年
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま

で
の
間
に
、
「
主
た
る
営
業
所
」

を
管
轄
す
る
警
察
署
に
、
「
主
た

る
営
業
所
や
そ
の
他
の
営
業
所
」

の
名
称
と
所
在
地
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）
水
戸
、
土
浦
、
つ
く
ば
な

ど
に
複
数
の
営
業
所
を
有
す
る
古

物
商
の
場
合
、
ま
ず
「
主
た
る
営

業
所
」
を
定
め
ま
す
。

　

水
戸
営
業
所
を
「
主
た
る
営
業

所
」
と
定
め
た
場
合
は
、
土
浦
、

つ
く
ば
は
、
そ
の
他
の
営
業
所
と

　

茨
城
労
働
局
と
茨
城
県
は
、

２
０
２
０
年
３
月
大
学
等
（
大
学

院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門

学
校
）
の
卒
業
予
定
者
お
よ
び
卒

業
後
３
年
以
内
の
方
（
31
年
３
月

大
学
等
卒
業
予
定
者
を
含
む
。
）

を
対
象
に
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
学
生
の
方
の
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

水
戸
会
場　

参
加
企
業
63
社

【
日　

時
】
３
月
14
日
（
木
）

13
時
～
15
時
30
分

【
場　

所
】

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
１
―
６
―
１
）

土
浦
会
場　

参
加
企
業
40
社

【
日　

時
】
３
月
5
日
（
火
）

13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２
―
24
）

【
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
８

ま
た
は
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

で

　

平
成
31
年
４
月
入
学
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
出
願
資
格
】

・
プ
ラ
ン
ト
保
守
科
（
２
年
課
程
）

  

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込       

  

み
含
む
）

・
生
産
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
１
年
課
程
）

   

17
歳
以
上
お
お
む
ね 

45
歳
以
下

   

の
方

【
出
願
期
間
】

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
８
日
（
金
）

【
試
験
日
】

３
月
14
日
（
木
）

　
○
２
月
24
日
（
日
）
と
３
月
３
日

（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
学
院
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
県
立
鹿
島
産
業
技
術
専
門
学
院

鹿
嶋
市
林
５
７
２
―
１

☎
０
２
９
９
―
６
９
―
１
１
７
１

　

「
資
格
取
得
で

　

  

就
職
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
」



27 平成 31 年 2 月 7 日　広報おみたま

小
美
玉
川
柳
会

抜
け
る
よ
な
空
へ
ま
あ
る
く
な
る
命

断
捨
離
を
始
め
気
が
付
く
欲
の
皮

初
給
料
あ
り
が
と
う
ね
と
娘
か
ら

新
春
の
め
で
た
い
餅
に
カ
ビ
が
は
え

動
く
人
動
か
な
い
人
お
正
月

海　

東　

昭　

江

常　
　
　
　
　

男

美　
　
　
　
　

幸

照　
　
　
　
　

子

三　
　
　
　
　

茶

み
づ
う
み
俳
句
会

　
お
み
く
じ
の
賀
正
境
内
残
り
福

　

平
成
の
最
后
と
な
り
し
三
ケ
日

　

初
日
の
出
湖
岸
で
祝
う
「
お
み
た
ん
」
も

　

寒
梅
を
活
け
て
め
で
た
き
年
迎
う

　

閉
校
は
時
の
流
れ
か
冬
の
月

榎　

本　

喜
代
子

茅　

場　

久　

子

内　

田　

と　

み

三　

村　

れ
い
子

長　

島　
　
　

昭

み
の
り
俳
句
会

枯
葉
舞
う
吹
か
れ
ゆ
く
音
さ
ま
ざ
ま
に

咲
き
誇
る
彼
岸
花
見
て
亡
夫
を
恋
ふ

さ
く
さ
く
と
音
確
か
め
合
ふ
て
霜
柱

ほ
つ
ほ
つ
と
増
え
き
て
ど
れ
も
石
蕗
の
花

ど
の
道
を
行
け
ど
も
紅
葉
う
る
わ
し
く

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

木
名
瀬　

や
ゑ
子

塚　

田　

忠　

男

岡　

島　
　
　

進

矢　

口　

冨　

久

網　

代　

奈
津
江

岡　

島　

禮　

子

欅
の
会

工
場
の
灯
寂
し
冬
の
池

若
者
と
お
節
を
囲
み
旅
プ
ラ
ン

曖
昧
に
生
き
て
余
白
の
除
夜
の
鐘

初
売
の
呼
び
声
し
ゃ
が
れ
浜
男

花
び
ら
餅
の
ひ
ら
く
こ
こ
ろ
の
こ
と
ば
か
な

く
る
み
俳
句
会

自
転
車
を
降
り
て
は
交
す
御
慶
か
な

造
り
師
の
世
代
交
代
雑
煮
膳

意
を
決
し
て
五
年
日
記
を
買
ふ
日
か
な

月
星
日
三
光
揃
ふ
初
茜

初
旅
の
窓
に
見
下
ろ
す
富
士
の
山

城
垣
内　

睦　

子

杉　

山　

照　

子

小　

原　

エ　

ミ

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

野　

口　

初　

江

亀　

井　

幸　

子

矢　

口　

友　

子

斉　

藤　

富　

子

大　

石　

康　

子

玉
里
俳
句
会

甘
酒
の
振
る
舞
い
に
列
初
日
の
出

賀
状
来
る
互
い
の
命
あ
ら
ば
こ
そ

健
康
寿
命
願
ひ
て
歩
む
去
年
今
年

青
空
に
筑
波
く
っ
き
り
今
朝
の
春

夫め

お

と婦
ら
し
二
羽
の
鳶
舞
ふ
初
御
空

小
川
短
歌
会

ふ
る
さ
と
の
き
り
た
ん
ぽ
の
味
焼
き
加
減
醬
油
の
味
に
顔
は
ほ
こ
ろ
ぶ

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
闘
ひ
つ
つ
生
き
る
友
手
の
振
る
へ
な
ど
弱
音
を
吐
か
ず

病
室
の
窓
外
遠
く
里
の
灯
が
一
つ
点
れ
り
夕
焼
け
褪
せ
て

波
し
ず
か
霞
ヶ
浦
に
晩
秋
の
夕
日
は
遠
く
筑
波
も
遠
く
に

マ
ン
シ
ョ
ン
の
夕
べ
灯
れ
る
規
格
の
窓
に
人
ら
棲
み
つ
つ
幸
ふ
く
ら
ま
す

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

平
成
の
最
後
の
名
月
穂
薄
の
う
え
に
か
が
や
き
雲
ひ
と
つ
な
し

霧
降
り
の
滝
へ
の
山
路
石
段
の
上
り
下
り
は
手
す
り
に
た
よ
る

追
い
つ
か
ぬ
考
え
事
に
今
日
も
ま
た
ド
リ
ン
ク
剤
を
一
気
に
飲
み
ほ
す

秋
晴
れ
に
町
民
集
う
文
化
祭
一
家
総
出
の
玉
入
れ
リ
レ
ー

鉄
製
の
阿
弥
陀
如
来
の
な
め
ら
か
な
お
顔
見
つ
め
る
お
だ
や
か
な
顔

玉
里
短
歌
会

混
沌
の
中
に
迎
う
る
新
年
の
平
穏
祈
り
南
天
を
活
く

お
正
月
真
白
に
障
子
張
り
か
え
て
庭
の
冬
木
の
影
を
あ
そ
ば
す

正
月
を
迎
へ
齢
が
一
つ
増
ゆ
神
よ
り
賜
る
命
よ
ろ
こ
ぶ

初
稽
古
終
り
て
帰
る
車
よ
り
す
っ
く
と
立
ち
い
る
筑
波
嶺
を
見
る

昨
夜
今
年
年
々
時
は
早
く
過
ぎ
傘
寿
の
年
に
開
く
カ
ト
レ
ア

小　

川　

ヒ
ロ
子

石　

田　

は
る
江

永　

作　

喜
代
子

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

岩　

﨑　

健
次
郎

奥　

村　

と　

き

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

長　

島　

陽　

子

高　

田　

久　

子

正　

木　

敦　

子

鶴　

町　

文　

男

齋　

藤　

か
つ
み



28平成 31 年 2 月 7 日　広報おみたま

  

成  

人  

式
　

　　

な
ら
せ
餅
は
、
小
正
月
の
前

日
に
当
た
る
１
月
14
日
紅
白
の

餅
を
つ
き
、
木
に
な
ら
せ
る
こ

と
で
『
五
穀
豊
穣
』
と
『
無
病

息
災
』
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事

で
す
。

　

養
蚕
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、

繭
玉
と
も
呼
ば
れ
豊
作
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

餅
を
な
ら
す
木
は
『
樫
の
木
』
、

『
楢
の
木
』
な
ど
地
域
に
よ
っ
て

伝
わ
っ
て
い
る
木
は
違
い
ま
す
。

　

こ
の
な
ら
せ
餅
は
、
美
野
里

農
作
業
受
託
組
合
の
皆
さ
ん
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
『
無
病
息
災
』

と
農
家
の
『
五
穀
豊
穣
』
を
願
っ

て
作
成
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

な  

ら  

せ  

餅

　　0299-48-1111　内線 1213
編集・発行 小美玉市役所秘書政策課

この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。

次回広報おみたま 3 月号の発行日は 3 月 7 日（木）です。

　
１
月
12
日
（
土
）
、
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
に
21
台
の

消
防
車
両
が
隊
列
を
組
み
、
勇
敢

に
「
放
水
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
は
、
年
頭
の
消
防
職
団
員

の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
職
務
遂

行
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
防

災
意
識
の
向
上
と
市
民
生
活
の
安

全
祈
願
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。  

　　

１
月
14
日
（
月
）
、  

新
春
歩

け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約

３
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
誘
導

さ
れ
た
参
加
者
は
、
カ
ゴ
メ
茨

城
工
場
を
出
発
し
、
笠
間
市
の

愛
宕
山
頂
ま
で
の
約
９
ｋ
ｍ
の

道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

歩
け
歩
け
大
会

出   

初   

式


